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１　都市の将来像

２　都市づくりの基本理念

　市の現状からの主要課題を受け、その課題解決に向けたまちづくりの方向性を集約し、目標と
する将来像を以下のように定め、まちづくりを推進していきます。

　①「より安全・安心」なもとみや
　　　　　～安全で、子どもからお年寄りまで安心して暮らせるもとみやをつくります。

　②「より快適」なもとみや　
　　　　　～快適に過ごせるもとみやの基盤（まちの中心地や交通網・公園など）をつくります。

　③「より豊か」なもとみや
　　　　　～日々の生活のなかに豊かさを感じることができるもとみやをつくります。

　④「みんな」がつくるもとみや
　　　　　～市民が、事業者が、行政が、訪れる人が、もとみやをつくり、育てます。

『ずっと住みたい　魅力あふれるまち　もとみや』
～誰もが、心豊かに安心して暮らすことのできる快適なまちづくりをすすめ、　

　　笑顔あふれる魅力あるまち「もとみや」を実現し、定住促進を目指します。～

【都市の将来像】
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３　都市づくりの基本方針

【基本理念】 【基本方針】

① 「より安全・安心」な
もとみや 

② 「より快適」な
もとみや 

③ 「より豊か」な
もとみや 

④ 「みんな」がつくる
もとみや 

○ 震災からの復興を加速し、災害に強い
　 もとみやをつくる
○ 安全で快適に移動できるもとみやをつくる
○ 子育てしやすく、高齢者も過ごしやすい
　 もとみやをつくる

○ 生活拠点が充実したもとみやをつくる
○ 地域と地域をつなぐ交通体系が整備された
　 もとみやをつくる
○ 身近な緑や川と親しみ、ともに暮らせる
　 もとみやをつくる

○ ゆとりある住環境が整ったもとみやをつくる
○ さらなる産業活力を生み育てる
　 もとみやをつくる
○ 豊富な自然、歴史文化が息づく
　もとみやをつくる

○ 市民、事業者、行政、訪れる人が協働で
　 もとみやをつくる
○ 市民の知恵と、事業者の活力と訪れる人の
　 声を生かしたもとみやをつくる
○ 行政が身近なパートナーとなり支える
　 もとみやをつくる 
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都　 市　 拠　 点

地　 域　 拠　 点

工 業 振 興 拠 点

観光・交流拠点

大規模運動公園

（1）　拠点：都市活動や産業、生活、交流などの中心となる役割を担い、土地利用の核となるエリア

４　将来都市構造

将来都市構造図：解説将来都市構造図：解説将来都市構造図：解説

市役所をはじめとする公共公益施設や商業・サービス機能が集積し、今後
も本市の中心地区として都市機能の集積を誘導するエリア

本市東部地域や南部地域の市民生活を支える中心地区として、公共公益施
設など定住促進につながる機能の集積を図るエリア

本市や地域の活性化を支え、定住を促進する中心地区として、工業をはじ
めとする産業機能の集積を図るエリア

緑や花、水などの自然や神社仏閣などの歴史文化とのふれあいの場として
市民や来訪者が集う、交流づくり、にぎわいづくりの拠点エリア

本宮運動公園、しらさわグリーンパークといった大規模な運動施設が集中
し、市民の健康づくり、交流づくりの拠点となるエリア
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都 市 生 活 ゾ ー ン

田 園 生 活 ゾ ー ン

自然環境保全ゾーン

広 域 交 流 軸

都市機能連結軸

地 域 活 性 化 軸

都市の骨格道路体系

（3）　ゾーン：将来の基本的な土地利用の区分

（2）　都市軸：広域的な連携や市街地間・地域間・拠点間の連携を図るとともに、都市の発展や生活の
利便性を支える産業、生活、観光・交流など、各種都市機能を展開する連続した空間

県内の主要な軸として本市と周辺都市との広域的なつながりを持ちなが
ら、産業活動の活性化や市民生活の利便性向上を担う南北方向の主軸

都市拠点と本市東部の地域拠点とを結び、連携・交流を高めながら、主に
都市的な生活機能を展開する東西方向の軸

広域交流軸につながり、本市東西地域の一体性及び周辺都市との連携を高
めながら、主に産業機能、観光・交流機能を展開する軸

市内各地域の一体性及び周辺都市との連携を高めながら、都市的な生活機
能、産業機能、観光・交流機能を結ぶ道路

主に住宅地、商業地、工業地などからなり、今後も商業・サービス
機能、工業機能の集積を誘導するとともに、良好な住宅地としての
環境を維持・整備していくゾーン

主に農地と集落地からなり、今後も優良農地の保全と有効利用、
集落地の良好な居住環境を維持・整備していくゾーン

主に緑豊かな丘陵地で、自然環境や里山環境の保全を図りつつ、
美しい自然景観を活かした自然とのふれあいの場として利活用して
いくゾーン
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